







































































1． 対象：全国 200 床～ 500 床で無作為に抽出した 50
施設を対象に、研究の主旨を理解し研究に同意し









尺度 27 項目、職業キャリア成熟尺度 27 項目、余暇キャ








囲は 9～ 45 点に分布し、この得点が高いほど、各領
域のキャリア成熟が高いことを示している。尺度の信
頼性については、尺度全体が、0.914、各下位尺度は

































質問紙回収数 622 のうち有効回答数 505（有効回答
率 81.9％）。質問紙に未回答項目が 3分の 1以上あっ
た回答用紙については除外した。
1．対象者の属性
性別は、女性 485 名（96％）、男性 20 名（4％）、婚
姻の有無は、既婚 275 名（54.5％）、未婚 230 名（45.5％）、
子どもの有無及び人数については、0 名が 259 名
（51.3％）、1名が 66 名（13.1％）、2名が 113 名（22.4％）、
3名が 58（11.5％）、4名以上は 9名（1.8％）であった。
0 歳～ 6 歳までの子供は、全体の 41％、7 歳～ 22 歳
までは 43.9％であった。看護基礎教育歴は、専門学校
卒（2年課程・3年課程）が 363 名（71.9％）、短大卒
43 名（8.5％）、大学卒 15 名（8.5％）であった。職位
については、スタッフ 404 名（80.0％）、看護師長 40
名（7.9％）、主任看護師 33 名（6.5％）、副主任看護師
24 名（4.8％）であった。取得免許については、看護
師 430 名（85.1％）、保健師 2名（0.4％）、助産師 4名
（0.8％）、保健師、助産師両方 6名（1.2％）、准看護師
54 名（10.7％）であった。また、一番下の子供の平均








成熟尺度 27 項目の Cronbach α係数は、それぞれ
0.846、0.875、0.886 であった。成人キャリア成熟尺


















＞関心性 31.9（SD=5.3）＞計画性が 29.5（SD＝ 5.0）
あり、未婚より既婚の自律性が高い結果を示した。子
供の有無では、子供なしは、自律性 33.0（SD＝ 4.6）
＞関心性が 31.6（SD＝ 5.1）＞計画性 29.0（SD＝ 5.4）




















子供の数　　　0　259（51.3）　1人 66（13.1）　2人 113（22.4）　　3人 58（11.5）　　4人以上 9（1.8）
最終一般学歴　中学校 6（1.2）　高等学校 387（76.6）　短期大学 70（13.9）　大学 25（5.0）　大学院 1（0.2）
最終専門学歴　准看護師養成所 36（7.1）　高等学校専攻科 38（7.5）　専門学校 2年課程 103（20.4）　
　　　　　　　専門学校 3年課程 260（51.5）　　看護系短期大学 43（8.5）　　看護系大学 15（3.0）　
　　　　　　　看護系大学院 2（0.4）　　その他 8（1.6）
職位　　スタッフ 404（80.0）　副主任 24（4.8）　主任 33（6.5）　師長 40（7.9）　副部長 1（0.2）　その他 3（0.6）






























1 　自分のこれからの人生や生き方には，大変関心をもっている 3.93 0.84 
2 　人生設計や行き方に役立つ情報を，積極的に収集するようにしている 3.44 0.86 
3 　自分は何のために生きているのか，あまり考えたことがない 3.33 1.02 
10　これからの人生を，より充実したものにしたいと強く思う 4.09 0.85 
11　人生や生き方に関係する本や雑誌などは，ほとんど読まない 2.96 1.14 
12　人生設計は自分にとって重要な問題なので，真剣に考えている 3.52 0.91 
19　どのように生きるべきかということは，あまり気にならない 3.40 0.96 
20　充実した人生を送るために参考となる話は，注意して聞いている 3.66 0.87 
21　どうすれば人生をよりよく生きられるのか，考えたことがある 3.55 0.93 
自律性
4 　自分の人生を主体的に送っている 3.42 0.83 
5 　人生や生き方には，自分で責任をもつ 4.16 0.77 
6 　生まれてこなければよかったと思うことが，しばしばある 4.07 1.06 
13　自分から進んで，どんな人生を送っていくのか決めている 3.41 0.91 
14　人生が充実しないのは，大半は周囲の環境によると思う 3.41 0.95 
15　人生で難しい問題に直面しても，自分なりに積極的に解決していく 3.59 0.78 
22　周りの雰囲気にあわせて，人生を送っていけばよい 3.46 0.87 
23　充実した人生になるかどうかは，自分の意志と責任によると思う 3.98 0.78 
24　これからの人生を通して，さらに自分自身を伸ばし高めていきたい 3.79 0.82 
計画性
7 　これからの人生や生き方について，自分なりの見通しをもっている 3.49 0.81 
8 　これからの人生で，取り組んでみたいことがいくつかある 3.66 0.89 
26　今後どんな余暇を過ごしていきたいのか，自分なりの目標をもっている 3.40 0.87 
9 　人生設計はあるけれど，それを実現するための努力は特にしていない 2.97 0.91 
17　これからの人生で，何を目標とすべきかわからない 3.33 0.96 
18　希望する人生や生き方が送れるように，努力している 3.38 0.82 
25　これから先の人生のことは、ほとんど予想がつかない 2.83 0.94 
26　今後どんな人生を送っていきたいのか，自分なりの目標をもっている 3.58 0.84 







性が高い結果を示した。年齢では、20 歳から 29 歳ま
では、どの態度特性も高い結果を示していたが、30
歳～ 39 歳で一時的に低く、40 歳～ 44 歳以上からは
再び高い傾向を示した。看護職経験年数は、0～ 4 年
までは高く、5 年～ 9 年、15 年～ 19 年、25 ～ 29 年













1 ．自分のこれからの職業生活には，大変関心をもっている 3.49 0.88 
2 ．職業生活や仕事に役立つ情報を，積極的に収集するようにしている 3.37 0.85 
3 ．自分は何のために働いているのか，あまり考えたことがない 3.57 0.89 
10．これからの職業生活を，より充実したものにしたいと強く思う 3.57 0.84 
11．職業生活に関係する本や雑誌などは，ほとんど読まない 3.22 1.00 
12．職業生活の設計は自分にとって重要な問題なので，真剣に考えている 3.40 0.83 
19．どのように働くべきかということは，あまり気にならない 3.48 0.87 
20．充実した職業生活を送るために参考となる話は，注意して聞いている 3.66 0.82 
21．どうすれば職業生活をよりよく送れるのか，考えたことがある 3.57 0.83 
自律性
4 ．自分の職業生活を主体的に送っている 3.39 0.85 
5 ．職業生活の送り方には，自分で責任をもつ 3.97 0.72 
6 ．働いていてもつまらないと思うことが，しばしばある 2.91 1.10 
13．自分から進んで，どんな職業生活を送っていくのか決めている 3.25 0.81 
14．職業生活が充実しないのは，大半は周囲の環境によると思う 3.32 0.97 
15．職業生活で難しい問題に直面しても，自分なりに積極的に解決していく 3.47 0.80 
22．周りの雰囲気にあわせて，職業生活を送っていけばよい 3.34 0.91 
23．充実した職業生活になるかどうかは，自分の意志と責任によると思う 3.85 0.78 
24．これからの職業生活を通して，さらに自分自身を伸ばし高めていきたい 3.66 0.84 
計画性
7 ．これからの職業生活について，自分なりの見通しをもっている 3.25 0.76 
8 ．これからの職業生活で，取り組んでみたいことがいくつかある 3.31 0.90 
9 ．職業設計はあるけれど，それを実現するための努力は特にしていない 2.97 0.83 
16．自分が望む職業生活を送るために，具体的な計画を立てている 2.97 0.80 
17．これからの職業生活で何を目標とすべきか，わからない 3.15 0.94 
18．希望する職業生活や生き方が送れるように，努力している 3.30 0.84 
25．これから先の職業生活のことは，ほとんど予想がつかない 2.91 0.87 
26．今後どんな職業生活を送っていきたいのか，自分なりの目標をもっている 3.37 0.82 






1 ．自分のこれからの余暇生活には，大変関心をもっている 3.93 0.88 
2 ．余暇生活や余暇活動に役立つ情報を，積極的に収集するようにしている 3.54 0.95 
3 ．自分は何のために余暇を過ごしているのか，あまり考えたことがない 3.34 1.04 
10．これからの余暇生活を，より充実したものにしたいと強く思う 3.96 0.86 
11．余暇生活に関係する本や雑誌などは，ほとんど読まない 3.39 1.07 
12．余暇生活の設計は自分にとって重要な問題なので，真剣に考えている 3.42 0.97 
19．どのように余暇を過ごすべきかということは，あまり気にならない 3.25 1.04 
20．充実した余暇を過ごすために参考となる話は，注意して聞いている 3.52 0.90 
21．どうすれば余暇をよりよく過ごせるのか，考えたことがある 3.49 0.95 
自律性
4 ．自分の余暇生活を主体的に送っている 3.44 0.99 
5 ．余暇生活の送り方には，自分で責任をもつ 3.97 0.81 
6 ．余暇は単なる時間の浪費にすぎないと思うことが，しばしばある 3.86 1.03 
13．自分から進んで，どんな余暇を過ごしていくのか決めている 3.51 0.94 
14．余暇生活が充実しないのは，大半は周囲の環境によると思う 3.41 1.07 
15．余暇生活で難しい問題に直面しても，自分なりに積極的に解決していく 3.53 0.82 
22．周りの雰囲気にあわせて，余暇を過ごしていけばよい 3.42 0.94 
23．充実した余暇生活になるかどうかは，自分の意志と責任によると思う 3.81 0.82 
24．これからの余暇生活を通して，さらに自分自身を伸ばし高めていきたい 3.64 0.85 
計画性
7 ．これからの余暇の使い方について，自分なりの見通しをもっている 3.31 0.89 
8 ．これからの余暇生活で，取り組んでみたいことがいくつかある 3.71 0.92 
9 ．余暇設計はあるけれど，それを実現するための努力は特にしていない 3.05 0.91 
16．自分が望む余暇生活を過ごすために，具体的な計画を立てている 3.25 0.91 
17．これからの余暇生活で何を目標とすべきか，わからない 3.37 0.95 
18．希望する余暇生活が過ごせるように，努力している 3.42 0.92 
25．これから先の余暇生活のことは，ほとんど予想がつかない 3.04 0.91 
26．今後どんな余暇を過ごしていきたいのか，自分なりの目標をもっている 3.39 0.87 





平均年齢は 35.1 歳（SD=10.2）、25 ～ 29 歳が最も



















であるが年齢の最頻値が 23 歳であり 1～ 3 年の経験
の看護師が多いといえる。中間看護管理者も看護師長
40 名（7.9％）、主任看護師 33 名（6.5％）、副主任看










































性が 29.5（SD＝ 5.0）あり、未婚より既婚が、自律図 2　対象者の年齢構成
120
性が高い結果を示した。子どもの有無では、子どもな
しは、自律性 33.0（SD＝ 4.6）＞関心性 31.6（SD＝
5.1）＞計画性 29.0（SD＝ 5.4）であった。看護職経
験年数は、0～ 14 年まではどの態度特性も上昇傾向















































たが、30 歳～ 39 歳で一時的に低く、40 歳～ 44 歳以
上からは再び高い傾向を示した。看護職経験年数は、
0 ～ 4 年までは高く、5 年～ 9 年、15 年～ 19 年、25
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